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１、はじめに 

BASFは４色枚葉プロセスインキで６色、７色印刷程度の高色域効果を得る目的で 2002
年 4月、IPEX2002にて高濃度インキ（Nova Space）を発表した。この Nova Spaceを使
用して、同年９月、三菱重工業㈱熊谷トレーニングセンターで印刷テストをし、その結果

を国際印刷大学校研究報告第３巻（1）に掲載、更に、2003年 2月篠原鉄工所本社（静岡市）
での印刷テスト結果を同第５巻（２）に掲載した。両４色オフセット印刷機械での印刷テス

トでは高濃度印刷画像として満足する結果を得た。 
これらの詳細はdrupa2004などでBASFとのデータ交換と討論後、さらに改良され、2005
年9月のシカゴでのPrint05でFlint Ink(BASFを吸収合併）からNewタイプのNova Space
が発表された。2006年 4月、㈱ダイムで Nova Spaceの実用テストを実施し、JP2006（大
阪市）で発表し、2007年 2月の PAGE2007の Joint Meetingで報告（３）した。2006年 6
月、同㈱ダイムで写真集（４）を刊行し、JP2007（大阪市）で公開し、また、IGAS2007（2007
年 9月）でも東京ビックサイトにて発表予定である。2005年から高濃度インキが日本でも
国産化され、東洋インキ製造㈱Kaleido、大日本インキ化学工業㈱Wakimizu、ハイデルベ
ルグジャパン㈱のWide Colorなどの発表があり、高品位・高濃度印刷に枚葉４色機及び両
面４色機が用いられるようになってきた。 
本報告ではこれらの高濃度インキによる印刷画像の測色学的比較と墨版による色域拡大

効果などに関して新しい知見を得たので、その結果を発表する。 
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２、研究調査方法 
２－１ 印刷画像の計測 
（１） Nova Space（NS） 
 篠原鉄工所での印刷はスライド２－２を参照。また、㈱ダイムでの写真集の印刷データ 
（L*,a*,b*）をもとずいた。 
（２） Kaleido（KA） 
 Kaleidoの資料は東洋インキカラーマネージメントセンターからの L*,a*,b*と濃度値を 
参考にした。 
（３） Wide Color（WC） 
  PAGE2007で実演した印刷画像からデータを計測した。 
（４） Doosan Corporation（Do） 
 LR-27機による印刷データは 2006年 9月に行ったデータから抽出した。 
（５） Japan Color Print 2001（JC） 
 アート紙の９２８パッチのデータをもとにした。 
２－２ RIテスター 
斗山印刷にて明製作所の RIテスターを用い、４分割ローラに 0.1, 0.15, 0.2, 0.25ccをそれ
ぞれシュリンジから与え、練肉して後、１から５枚までを展色した。それぞれ（0.1-1「0.1cc
の 1枚目」,0.1-2「0.1ccの 2枚目」などとした。 
インキは韓国特殊工業インキの Best Oneを用いた。いずれの計測も X-Rite528で Japan 
Color Print 2001に準拠した方法で行った。。 
 
３、結果及び考察 
 ３－１、色度図 
 Fig 1に Nova Space(NS)と Kaleido（KA）の高濃度印刷画像の色度値を図示した。 
Table 1には NSと KAの色差（ΔE）及び彩度差（Δc*）、明度差（ΔL*）、色相角度差（Δ
HA）をまとめた。Blue の色差が 14.3と大きく、彩度差（13.7）に大きく依存し、KAの 
彩度が高いことがわかった。Yellowの色差 8.0は彩度差（-6.8）となり、NSの彩度が大き
く、NSは Yellow, KAは Blueの彩度が高くそれぞれの特徴があった。 

Fig 2は Nova Space（NS）と Doosan Corporation(Do)及び Japan Color Print2001(JC) 
の色度図を示す。外側の実線は NS を示し、色域が大きいことわかる。Table 2 の Do-NS
の色差（ΔE）と彩度差（Δc*）、明度差（ΔL*）、色相角度差（ΔHA）から Yellow と Blue
の色差が 16.7及び 16.5と高く、それぞれ Yellowは彩度（c*）値 16.6と Blue は色相角（HA）
差－13.1に起因することがわかった。 

Yellow部の色度図を拡大すると Fig 3の如く、HAが 91度から 94度に分布していた。 
RIテスターで高濃度域を追加プロットすると Fig 4のように二つに区分され、いずれも低
波長側にシフトした。高濃度インキと通常のプロセスインキとは顔料の性質を異にするも
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のと思われる。 
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Fig 1 Color Gamut of High Density Print
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Table1 Color Difference in Kaleido & NS

ΔE（KA) NS（ΔE) （Kｃ＊－NSc*）（KL＊－NSL*）（KHA＊－NSHA*）

C 4.6 2.29 3.04 2.43
M 7.7 2.91 3.7
Y 8.0 3.89 0.97
B 14.3 13.69 0.95 3.46
G 7.8 6.82 3.71 0.34
R 5.4 2.25 3.57 2.30
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Color Gamut of ,JC,Doosan
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Fig2. Color Gamut of Novaspace,Japan Color 2001& Doosan
Print
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Table2 Color Difference in Doosan & NS

Doosan LR-27 (9.28) NovaSpace

ΔE c*(Do-) L*(Do-) HA(Do-)
C 12.2 0.85 2.42 10.90
M 8.1 4.61
Y 16.7 0.18
B 16.5 6.25
G 8.0 4.03 2.26
R 6.5 0.16
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Fig 4 NS,KA,WC,JC,Do & RI Tester Ink Quantity in Yellow 
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Fig 5と Fig 6にMagenta部と Cyan部をそれぞれ示す。Magenta部では高濃度インキは
Blue寄りに、通常インキは Red寄りになった。これはすでに報告（5）したスクリーン線数

の増大に伴う、Redシフトに類似していた。 Cyan部は中心部（Do,0.1.-5、0.1-4など）
から 227~238 度と Green 側へ、また、239～257 度と Blue 側へそれぞれ直線状で広がり
をみせた。 
Table 3にはそれぞれの印刷画像の色相角（HA）をまとめ、その範囲を示した。 
Blueと Cyanが 16.5度、10.9度と HAの範囲が高く、Yellowと Greenは 2.7度、1.9度
と低くなり、各色の HA の最低、最高値に高濃度インキの HA 値が関与し、その範囲の拡
大に影響を与えた。 
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Cyan Gamut KA,WC,  RI Tester
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Fig ６ NS,KA,WC,JC,Do & RI Tester Ink 
Quantity in Cyan Color Gamut

227.6 351.0 91.6 295.1 159.8 37.2

Table3 Hue angle of NS,KA,WC,JC & Do

HA C M Y B G R
KA 230.0 346.6 92.6 298.6 160.1 39.5
NS
JC 233.7 356.0 94.3 288.0 159.6 36.6
Do 238.5 355.6 91.6 282.1 162.0 34.2
WC 233.8 355.8 93.9 289.3 160.4 35.5
Range 10.9 9.4 2.7 16.5 1.9 5.3

Max. Min.

 

３－２、色調図（c*-L*図） 
NSと KAなどの色調図を Fig 7にまとめた。Yellow, Red, Blueがそれぞれ彩度値が高く、
外郭を示し、Yは NS,Rは KA、Bは KAが彩度が高くなった。R,M,G,Cは Fig ８にまと
めた。いずれも KAでは彩度が高く、彩度値の減少に伴い、明度値が増大した。 
彩度値は Yellowで NSが高く、他の原色は KAが高くなった。 
比較的に彩度値の高い KAを中心として、色差と彩度差を Table 4まとめた。Blueの色差
が（14.3から 29まで）高くなり、いずれも彩度値(13.7 から 22.6 まで)に依存した。Magenta
の色差も（7.7から 16.8まで）となり、彩度値（3から 9.2まで）と同様の傾向がみられた。 
KAと NSとのレーダーチャートから色差は Fig 9のように彩度に依存していたが、Yellow
のみは彩度がマイナス値で、これは NSの Yellow の彩度が KAよりも高く、色差に依存し
ていた。（Table 5） 
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Fig 7 c*-L*chart of NS,KA,JC,Do
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E, Δc*ΔL*,ΔHA
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Table 4 ΔＥ & ｃ＊（ＫＡ－NS,KA-JC,KA-Do, KA-
WC）

ΔE NS JC2001 D  LR-27 Wide C
C 4.64 5.68 9.60 4.42
M 7.70 16.79 15.39 14.72
Y 8.02 7.93 10.67 5.12
B 14.29 24.20 28.97 22.53
G 7.78 6.93 13.41 6.85
R 5.44 8.75 11.03 8.65

c*(K)-c* NS JC2001 D  LR-27 Wide C
C 2.29 3.76 1.44 1.08
M 2.91 9.20 7.96 6.39
Y 6.80 9.88 4.34
B 13.69 21.34 22.55 20.08
G 6.82 6.40 13.17 6.33
R 2.25 5.19 7.12 5.45
γ 0.62 0.94 0.89 0.92
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Table 5 ΔＥ，ｃ＊，Ｌ＊，ＨＡ in KA - NS

KA NS（ΔE) NS（ｃ＊－） NS（L*ー) NS（HAー)
C 4.6 2.29 3.04 2.43
M 7.7 2.91 3.7
Y 8.0 3.89 0.97
B 14.3 13.69 0.95 3.46
G 7.8 6.82 3.71 0.34
R 5.4 2.25 3.57 2.30

 

-4.40
-6.80

Table 6  JCP2001 (No.1 ~ No.928) data(No.1~17)

JCP2001 Art Paper
No. Symbol C M Y K L* a* b* c*
1 0A01 100 0 0 0 53.59 -36.32 -48.94 60.94
2 0A02 0 100 0 0 44.96 72.24 -4.94 72.41
3 0A03 0 0 100 0 85.96 -7.32 93.79 94.08
4 0A04 100 100 0 0 24.76 16.47 -48.03 50.78
5 0A05 100 0 100 0 49.01 -69.67 26.93 74.69
6 0A06 0 100 100 0 45.18 65.37 49.54 82.02
7 0A07 100 100 100 0 24.33 -11.97 3.1 12.36
8 0A08 70 70 0 0 39.85 14.64 -37.83 40.56
9 0A09 70 0 70 0 60.49 -42.58 23.58 48.67
10 0A10 0 70 70 0 57.15 42.45 39.9 58.26
11 0A11 40 40 0 0 61.31 8.61 -22.6 24.18
12 0A12 0 40 40 0 71.97 20.14 22.14 29.93
13 0A13 40 40 40 0 59.87 2.16 5.12 5.56
14 0B01 40 0 40 0 73.82 -20.77 11.14 23.57
15 0B02 20 20 0 0 76.02 4.63 -12.55 13.38
16 0B03 20 0 20 0 82.98 -9.72 5.09 10.97
17 0B04 0 20 20 0 81.7 9.16 10.74 14.12

 

３－３、K版効果 
墨版による色域拡大を JCP2001のデータを基本にして考察をした。 
Table ６に JCP2001の No.1から No.17までを示した。９２８パッチの墨版 20,40,60,80% 
のパッチ数は216,132,132,64となり、それぞれの墨の網点総量は4,320, 5,280, 7,920, 5,120 
となった。墨版の各網点総量は網点面積の増大と共に減少している。 
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Fig 10にMagentaのベタパッチを中心として、網点面積が小さくなると明度が上昇する。
（実線）また、墨版２０％を加えるとその下部の実線となる。一方、Fig 11に示すように、
Magentaに墨版（K）を加えると最下部の実線となり、Kが 20,40,60,80%加わると明度値、
彩度値は低下する。M に Cyan, Yellow を加えた M100,cy70,k40 は UCR（Under Color 
Removal）により、Mcyの網点の一部を K版に変えることにより、彩度値を上げることが
可能となる。 
以前から言われているように３色カラーインキの節約にもなり、彩度をシャドウ部で拡大

することが期待されよう。 
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Fig 10 c*-L* Chart in Magenta+K
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４、まとめ 
 高濃度インキの利用は印刷画像の差別化のため利用が拡大傾向にある。 
一層の色域拡大には、スクリーン線数の高細線化や FMスクリーンを利用することにより 
達成されるであろう。また、NS以外に各種の高濃度インキが発表されているが、 
それぞれの発色特性を理解し、オリジナルやクライアントのニーズに応じて使い分けるこ

とが必要である。 
また、墨版効果を最大限に発揮し、色域拡大を設定するためにプリプレスでの UCR効果な
どとプレスとの連携が重要である。 
 本調査研究は一定の条件化での実験ではなく、各種印刷画像の収集による調査のため 
若干、条件の異なることがあったが、ほぼ一定の方向性が得られたと確信している。 
今後はこれらを基にして、調査研究を進めていく所存である。 
皆様のご意見とアドバイスをよろしくお願い致します。 
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